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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第68期

第３四半期連結累計期間
第68期

第３四半期連結会計期間
第67期

会計期間
自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日

自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日

自　平成20年１月１日
至　平成20年12月31日

売上高 (百万円) 23,305 7,494 41,100

経常損失（△） (百万円) △112 △84 △879

四半期(当期)純損失（△）(百万円) △131 △39 △2,068

純資産額 (百万円) ― 7,036 6,863

総資産額 (百万円) ― 20,987 24,331

１株当たり純資産額 (円) ― 144.51 141.13

１株当たり四半期(当期) 
純損失（△）

(円) △2.74 △0.82 △43.08

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 33.0 27.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 854 ― 234

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △429 ― 617

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,401 ― △124

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― 1,848 2,795

従業員数 (名) ― 898 1,367

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 　 平成21年９月30日現在

従業員数(名) 898(1,201) 　　　

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

３　前連結会計年度末に比べ従業員数が減少している主な要因は、平成20年12月末に行いました東北地区からの撤

退及び海外子会社連結除外によるものであります。

　

(2) 提出会社の状況

　 　 平成21年９月30日現在

従業員数(名) 777(1,068) 　　　

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員であります。

３　前事業年度末に比べ従業員数が減少している主な要因は、平成20年12月末に行いました東北地区からの撤退に

よるものであります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の部門別に示すと、次のとおりであります。
　

部門名 生産高(百万円)

食品事業 　

　パン部門 6,730

　和洋菓子部門 1,224

　その他 433

合計 8,387

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間において受注実績は、金額に重要性がないため記載を省略しております。

　
(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の部門別に示すと、次のとおりであります。
　

部門名 販売高(百万円)

食品事業 　

　パン部門 5,891

　和洋菓子部門 1,071

　その他 507

小計 7,471

その他の事業 23

合計 7,494

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間（平成21年7月1日～平成21年9月30日）における我が国経済は、世界的な

規模で拡大した金融危機は終息しつつも、雇用情勢の不安から個人消費の回復までには至らず、厳しい

状況で推移いたしました。製パン業界においても同様に厳しい状況が続いて現在に至っております。 

　当グループもこのような状況のなか、連結売上高は前年度に実施した東北地区(仙台工場)からの撤

退、３月末での海外事業(ハワイにおける子会社)の連結除外により、7,494百万円となりました。なお、

連結売上高を事業の部門別に示しますと、パン部門5,891百万円、和洋菓子部門1,071百万円、食品事業

その他507百万円となり、食品事業全体としては7,471百万円となりました。その他の事業(物流部門)に

おきましては23百万円となりました。 

　また、連結営業損益は他社との低価格競争などの影響もあり100百万円の損失を計上しました。連結経

常損益につきましては、賃貸収入など営業外収益が82百万円で支払利息など営業外費用66百万円を計

上した結果84百万円の損失となりました。また、四半期純損益は固定資産除却損14百万円などを計上し

たことにより39百万円の損失となりました。 

 

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、現金及び預金、受取手形及び売掛金の減少などによ

り、前連結会計年度末に比べ3,344百万円減少し、20,987百万円となりました。 

負債につきましては、支払手形及び買掛金の減少や短期借入金、退職給付引当金の減少などにより、前

連結会計年度末に比べ3,516百万円減少し、13,951百万円となりました。また、純資産は、海外子会社の

連結除外などにより前連結会計年度末に比べ172百万円増加し、7,036百万円となりました。 

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第２四半期

連結会計期間末に比べ245百万円減少し、1,848百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における営業活動の資金収支は、税金等調整前四半期純損失105百万円、

未払費用314百万円の減少や仕入債務11百万円の支払などにより3百万円の資金の支出となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における投資活動の資金収支は、定期預金の増加や有形固定資産の取得

などにより234百万円の支出となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における財務活動の資金収支は、ファイナンス・リース債務の返済など

により7百万円の支出となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。
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(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、20百万円であります。な

お、当第３四半期連結会計期間において、当グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

  当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

  当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 132,000,000

計 132,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 48,048,00048,048,000
東京証券取引所
(市場第一部)

・権利内容になんら限定のない
当社における標準となる株式
・単元株式数1,000株

計 48,048,00048,048,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年７月１日～
平成21年９月30日

─ 48,048 ─ 2,402 ─ 2,755

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握してお

りません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年６月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成21年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 48,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式 　

47,853,000
47,853 ―

単元未満株式 普通株式 147,000 ― ―

発行済株式総数 48,048,000― ―

総株主の議決権 ― 47,853 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式1,000株(議決権１個)が含まれておりま

す。

２　「単元未満株式」には当社所有の自己株式849株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成21年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
第一屋製パン株式会社

東京都小平市小川東町
３丁目６番１号

48,000　　　　─ 48,000 0.10

計 ― 48,000　　　　─ 48,000 0.10

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　１月 　２月 　３月 　４月 　５月 　６月 　７月 　８月 　９月

最高(円) 96 88 95 107 101 140 126 126 131

最低(円) 79 76 80 90 94 99 101 110 108

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、第１四半期連結会計期間(平成21年１月１日から平成21年３月31日まで)から、「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日内閣府令第50号)附

則第７条第１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しておりま

す。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成21年７月１

日から平成21年９月30日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年１月１日から平成21年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,065 3,206

受取手形及び売掛金 2,771 4,561

商品及び製品 65 85

仕掛品 18 16

原材料及び貯蔵品 321 708

繰延税金資産 598 530

未収入金 75 177

その他 57 160

貸倒引当金 △3 △4

流動資産合計 5,970 9,440

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,305 3,859

機械装置及び運搬具（純額） 2,596 2,785

工具、器具及び備品（純額） 106 105

土地 2,584 3,368

リース資産（純額） 576 －

建設仮勘定 2 77

有形固定資産合計 ※１
 9,171

※１
 10,196

無形固定資産 42 48

投資その他の資産

投資有価証券 715 775

賃貸固定資産 ※２
 4,801

※２
 3,550

その他 300 335

貸倒引当金 △13 △14

投資その他の資産合計 5,803 4,645

固定資産合計 15,017 14,891

資産合計 20,987 24,331
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 793 1,023

短期借入金 5,723 6,912

未払消費税等 28 49

未払費用 1,019 1,572

未払法人税等 24 33

賞与引当金 237 136

その他 169 741

流動負債合計 7,997 10,468

固定負債

長期借入金 340 400

繰延税金負債 1,234 1,286

退職給付引当金 3,081 3,784

役員退職慰労引当金 212 245

関係会社損失引当金 － 364

長期割賦未払金 148 260

長期預り金 626 658

その他 310 －

固定負債合計 5,954 6,999

負債合計 13,951 17,468

純資産の部

株主資本

資本金 2,402 2,402

資本剰余金 2,755 2,755

利益剰余金 1,764 1,828

自己株式 △8 △7

株主資本合計 6,914 6,978

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 22 61

為替換算調整勘定 － △266

評価・換算差額等合計 22 △204

少数株主持分 99 89

純資産合計 7,036 6,863

負債純資産合計 20,987 24,331
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 23,305

売上原価 17,019

売上総利益 6,285

販売費及び一般管理費 ※１
 6,519

営業損失（△） △234

営業外収益

受取利息及び配当金 15

賃貸収入 172

その他 122

営業外収益合計 310

営業外費用

支払利息 116

賃貸費用 59

その他 13

営業外費用合計 189

経常損失（△） △112

特別利益

固定資産売却益 0

投資有価証券売却益 5

関係会社損失引当金戻入額 8

特別利益合計 13

特別損失

固定資産除却損 29

本社移転費用 32

その他 23

特別損失合計 85

税金等調整前四半期純損失（△） △184

法人税、住民税及び事業税 23

法人税等調整額 △94

法人税等合計 △70

少数株主利益 17

四半期純損失（△） △131
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 7,494

売上原価 5,592

売上総利益 1,902

販売費及び一般管理費 ※１
 2,003

営業損失（△） △100

営業外収益

受取利息及び配当金 1

賃貸収入 65

その他 15

営業外収益合計 82

営業外費用

支払利息 37

賃貸費用 21

その他 6

営業外費用合計 66

経常損失（△） △84

特別利益

投資有価証券売却益 5

特別利益合計 5

特別損失

固定資産除却損 14

本社移転費用 2

その他 9

特別損失合計 26

税金等調整前四半期純損失（△） △105

法人税、住民税及び事業税 0

法人税等調整額 △76

法人税等合計 △76

少数株主利益 9

四半期純損失（△） △39
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △184

減価償却費 633

退職給付引当金の増減額（△は減少） △22

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △33

賞与引当金の増減額（△は減少） 155

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1

関係会社損失引当金の増減額（△は減少） △364

受取利息及び受取配当金 △15

支払利息 116

投資有価証券売却損益（△は益） △5

固定資産除却損 29

固定資産売却損益（△は益） △0

売上債権の増減額（△は増加） 1,535

たな卸資産の増減額（△は増加） 118

仕入債務の増減額（△は減少） △211

未払消費税等の増減額（△は減少） △20

未払費用の増減額（△は減少） △418

未払金の増減額（△は減少） △567

その他 233

小計 976

利息及び配当金の受取額 15

利息の支払額 △113

法人税等の支払額 △24

営業活動によるキャッシュ・フロー 854

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △170

有形固定資産の取得による支出 △786

有形固定資産の売却による収入 547

有形固定資産の除却による支出 △8

無形固定資産の取得による支出 △0

投資有価証券の取得による支出 △11

投資活動によるキャッシュ・フロー △429
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(単位：百万円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
　至 平成21年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,053

長期借入金の返済による支出 △60

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △242

長期割賦未払金の増加額 11

長期割賦未払金の支払額 △49

自己株式の純増減額（△は増加） △0

少数株主への配当金の支払額 △7

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,401

現金及び現金同等物に係る換算差額 52

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △924

現金及び現金同等物の期首残高 2,795

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △22

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,848
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年１月１日　至　平成21年９月30日)

１．連結の範囲に関する
事項の変更
 

　

（１）連結の範囲の変更
米国ハワイ州の連結子会社ラブスベーカリーインコーポレーテッドは支配力基準の
解消に伴い、当連結会計年度の第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外してお
ります。
 

　

（２）変更後の連結子会社の数

３社
 

２．会計処理基準に関す
る事項の変更
 

 

 
　

（１）重要な資産の評価基準及び評価方法

たな卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっておりましたが、
当連結会計年度の第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」
(企業会計基準第９号　平成18年７月５日)が適用されたことに伴い、主として総平均法
による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）
により算出しております。
　この変更に伴う当第３四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四
半期純損失に与える影響は軽微であります。

　

（２）「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

当連結会計年度の第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子
会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号　平成18年５月17日）を
適用しております。

これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。

　

（３）リース取引に関する会計基準の適用

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に
準じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」(企業会計基
準第13号(平成５年６月17日(企業会計審議会第一部会)、平成19年３月30日改正))及び
「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第16号(平成６年
１月18日(日本公認会計士協会　会計制度委員会)、平成19年３月30日改正))が平成20年
４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することがで
きることになったことに伴い、当連結会計年度の第１四半期連結会計期間からこれらの
会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。なお、リース取
引開始日がリース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取
引については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を採用しており
ます。また、借主側の所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価
償却の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価格を零とする定額法を採用
しております。

これによる当第３四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期
純損失への影響は軽微であります。
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【簡便な会計処理】

　

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年１月１日　至　平成21年９月30日)

１．固定資産の減価償却
費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分
して算出する方法を採用しております。

２．法人税等並びに繰延
税金資産及び繰延税
金負債の算定方法

法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なもの
に限定する方法によっております。

　

　

　

【追加情報】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日　至　平成21年９月30日)

有形固定資産の耐用年数の変更

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正を契機として当連結会計年度の第１四半期連結会計期間より機械

装置の耐用年数の見直しを行っております。これにより、当第３四半期連結累計期間における営業損失、経常損失

及び税金等調整前四半期純損失は、それぞれ38百万円減少しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年12月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　23,620百万円

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　25,117百万円

 

※２　賃貸固定資産の減価償却累計額　　 1,072百万円

 

※２　賃貸固定資産の減価償却累計額　　   121百万円

 

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
 至　平成21年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のとお

りであります。

　 運送費 2,834百万円

　 給料及び諸手当 1,466　

　 賞与引当金繰入額 113　

　 退職給付費用 111　
 
　

第３四半期連結会計期間

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
 至　平成21年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のとお

りであります。

　 運送費 932百万円

　 給料及び諸手当         467　

　 賞与引当金繰入額 63　

　 退職給付費用         36　
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
 至　平成21年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されて

いる科目の金額との関係

現金及び預金 2,065百万円

預入期間が３か月超の定期預金              △217

現金及び現金同等物              1,848
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成21年９月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年１月１日　

至　平成21年９月30日)

　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 48,048,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 49,369

　

(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)及び当第３四半期連結累計

期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年９月30日）

食品事業の売上高及び営業損失の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業損失の金額の合計額

に占める割合がいずれも90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しておりま

す。

　

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)及び当第３四半期連結累計

期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年９月30日）

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％を超えているため、所在地別セグメ

ント情報の記載を省略しております。なお、米国ハワイ州の子会社ラブスベーカリーインコーポレーテッ

ドが３月末に連結子会社から外れております。

　

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)及び当第３四半期連結累計

期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年９月30日）

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。なお、米国ハワイ

州の子会社ラブスベーカリーインコーポレーテッドが３月末に連結子会社から外れております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年12月31日)

144.51円 141.13円

　

２　１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
　　至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
　　至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △2.74円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式がないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額（△） △0.82円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式がないため記載しておりません。

　

(注)　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失（△）(百万円) △131 △39

普通株主に帰属しない金額　(百万円) ─ ─

普通株式に係る四半期純損失（△）(百万円) △131 △39

普通株式の期中平均株式数　(千株) 47,999 47,998

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年11月13日

第一屋製パン株式会社

代表取締役社長　細　貝　理　栄　殿

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　多　　田　　　　修　　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　下　　田　　琢　　磨　　㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている第一

屋製パン株式会社の平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成

21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、第一屋製パン株式会社及び連結子会社の平成

21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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